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６万３千キロの路線網を有し、１日に約１万４千本の列車を運行している [赤塚 山村 直史, 2009]。
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モディ政権は、民間資金の活用を打ち出し、2014/2015 年度だけで約 654 億ルピー約（109 億 500 ド
ル）を鉄道事業に支出する計画を明らかにした。 
本稿では日本において十分に解明されていない、インド鉄道事業の課題の解消に官民パートナーシ

















































出所： (Donaldson, 2015) 
 
図１は 1860 年から 1930 年にかけてのインド鉄道網の発展過程を示している。インド鉄道の発展
過程は、第１期（1850-1868 年）、第２期（1869-1882 年）、第３期（1882-1902 年）の３つの時期に
分けられる。三輪吉郎によると当時の鉄道は、建設資金の利益保証を政府が行い、私的会社と政府の
所有保証会社により建設され経営された。だが、1869 年以降はインド政府の財政的窮乏と飢饉のため
に、鉄道事業の促進が遅れた結果、私的会社の建設が解禁された [吉郎 三輪, 1962]。 
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PPP の定義は PPPを実施している国によって異なっている。例えば、カナダの定義では PPP とは、
政府と 1 社または複数の民間企業が連携して資金を拠出し運営する政府サービスまたは民間事業のこ
とを指す。一方、イギリスでは 1992 年に発展した PFI（Private Finance Initiative）の思考が強く
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民間資金を活用した社会資本整備と類した考え方だが事業の企画段階から民間が参入しより広い範囲
を民間に任せるという特徴がある。 
PPP の概念は、1980 年代から 2000 年代にかけて段階的に発展してきた。国により導入の背景や概
念は異なるものの、PPP の理念、各国で共通している。すなわち、PPP は公共サービスの提供におい
て、公的セクターの管理の下で、官民で強みと専門性を最適に組み合わせて、質の高い公共サービス





後のユーロ危機で、欧州における PPP の取引は減少した。 
 
表１、PPP 実施国の包括的な概観 
主要国（地域） PPP を導入したインフラ部門の状況 
カナダ 経済行動計画 2013 年  
欧州連合（EU） 2020 年までの EU のインフラ投資 2 兆ユーロ（264 兆円） 
インド 2007-2012 におけるインフラプロジエクトの 36％（US＄186 億円）の
PPP アカウント 
日本 1999 年に、PFI 法を設立 2003 年に地方自治体を改正,PPP 構造改革と市
場化テストのため立法措置も検討されつつある 
台湾 2008-2015 間にインフラ方針設定 
イギリス 2011 年から 2015 年にかけインフラ部門で投資分散計画 
アメリカ カリフオルニア州は 2009 年に法的な PPP 可能法律を制定 
出所：（Jui-Sheng Chou & Tserng, 2015）基に筆者作成 
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フラ開発政策によるとインフラ産業はインドの工業産業の 26.7％を占めている (JETRO, 2015)。第
11 次５カ年計画では 2011 年までは、インド経済成長率の国民 GDP8.37％を達成する見込みであっ
たが、世界銀行（2011 年）によると 6.6%以上を上回ることができなかった (World Bank , 2015)。
また、インド政府は第 12 次 5 カ年計画（2012-2017 年）を策定し、GDP 成長率の目標を 10％に設
定している。インド経済研究家や、アナリストたちによると、政府による目標達成にはより多くの雇
用機会と貧困層の生活環境の改善が必要である。そのためには 2011 年時点で 8％の経済成長が必要
であるとされる (JETRO, 2015)。結果として、インド政府は今後の持続的な経済成長の実現に、向け








外国投資を活用させるための参入規制緩和が行われた。政府インフラ委員会(COI: Committee on 
Infrastructure,2004 年)年に政府インフラ小委員会 (Empowered Sub-committee of the Committee 









野で PPP が進められており VGF1（Viability Gap Funding）が導入されている。 
以下の図２は、インドのインフラ部門における PPP のシェアを示している。これによるとインドで
は、第 12 次５カ年計画では第 11 次５カ年計画よりも強くインフラ開発にコミットして始まっている
インド鉄道における官民パートナーシップ(PPP)と高速鉄道の展望 


















出所： (Debiprasanna & Swain, 2015) 
 
３．インドの PPP方式 




こうした中で、インドには PPP の様々な事業方式が存在する。現在主に採用されている PPP の方
式として①BOT（建設・運営・移転）方式、②DBO（Design Build Operate  設計、建設、運営）方
式、③パフォーマンス・ベース（Performance Based）などがある。第 1 の BOT 方式は、民間が建
設資金の調達や施設の設計・建設を行い、施設を所有し続ける方式である。この方式の下では、契約
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この包括的な PPP 制度についてはインド中央政府のガイドラインに従って各州が PPP ユニットを設
置する権利がある。現在、インドの各州政府が PPP のルールに対して独自のルールを設定している。 
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表２：インド各州の PPP ルール 
州名 法制度 政策 支援スキーム 統括機関 
グジャラート 法的枠組みあり インフラ統括機関

























































出所： (www.pwc.com, 2015) 基に筆者作成 
 
５．インド PPPの発展過程 
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表３ インド（PPP）進化の過程 
Phase Ⅰ（19 世紀―1990） Phase Ⅱ（1991-2006） Phase Ⅲ（2006 年以降） 
1853 年に、インドで PPP が初
めて実施され、グレート半島鉄
道会社設立 (Bell, 1894)。 





















の不満を認識したインド政府は、鉄道業界の発展に外国資本を活用するために、FDI や PPP の発展
を大きな課題としている。2014 年以来の新モディ政権は鉄道改革を行い、インド鉄道への外国からの
投資の増加に積極的に取り組んでいる [純子, 2015]。インド鉄道省によると第 11 次５カ年計画の中で、
民間資金と経営ノウハウを鉄道事業に活用するために、新たな政策を作りインド各州政府と中央政府
の連携のもと、インド全国の鉄道で PPP を重視することを挙げている。現在のインド鉄道業界では、
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の道路開発、地方インフラ、投資開発などに係わる PPP の支援を行い、成功している。2009 年から
2012 年にかけて、インドにおけるインフラへの貸出は総額 140 億米ドルを超えている [JETRO, 
2015]。特に世界銀行と IFC は、IIFCL によって提案された計画に基づいて、長期的な貸出にも取り
組んでいる。 
インドは、アジア開発銀行（ADB）の創立メンバーでもあり、2011 年時点では 4 番目の株主国で
もある。アジア開発銀行からの各プロジェクトへの資金提供には貸出、出資、部分的信用保証が含ま
れる。こうした中でインドは ADB からの各プロジェクトに対し限度総額 25%あるいは 5,000 万米ド
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言う。例として、日本の新幹線、フランスの TGV、ドイツの ICE などがこれに当てはまる。インド
では、2015 年時点では、高速鉄道として分類可能な鉄道は建設されていない。しかし、現在の急速な
経済成長に伴い、人やモノの輸送量が急増し、インドでは、高速鉄道の建設が大きな課題となってい
る。各州とインド政府の取り組みとしては、2009 年 12 月に「インド鉄道ビジョン 2020 年」が策定






















出所： [竹下 博之, 2015a] 
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出所： [竹下 博之, 2015b] 
 
２）一人当たり GDP 
図５において一人当たり GDP が 5000USD 程度でも、高速鉄道を導入した国として、日本・中国
があった。これらの国が経済発展の初期段階において高速鉄道の導入を可能にした理由として、需要
の基となる人口が、他国と比べて多かったことが考えられる。国単位で考察した場合、インドも実質








Speed Rail Corporation of India LTD,HSRC）が設立された。今日では、インド政府が、すべてのイ
ンド鉄道や高速鉄道は PPP 優先にするとしている。すべての高速鉄道は官民連携の BOT 方式で建設
される見込みである。 
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出所： [剛山田, 2015]を基に筆者作成 
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おわりに 
本稿では、インド国有鉄道の歴史と背景などを分析し、インドの鉄道事業の課題の解消に向けて、






























2 DMIC (Delhi-Mumbai Industrial Corridor) デリームンバイ産業大動脈（首都デリーとインド最大の商業都市ム
ンバイを結ぶか物専用鉄道建設計画 
3 IIFC India Infrastructure Finance Company Limited 2006 
4 世界鉄道連合（UIC）International Union of Railways 
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